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図 85-96. 85, ヤマシロギクカワリメフシ 兵庫県三田市, 吉村撮影; 86, ヤマシロギクカワリメフシ 虫えい内部の幼虫

兵庫県三田市, 吉村撮影; 87, ノコンギクメフクレフシ 奈良市, 冨永撮影; 88, ヤマシロギクハフクレフシ 奈良県

宇陀市, 冨永撮影; 89, コバノガマズミツボミトジフクレフシ 福岡県高良山, 行徳直久撮影; 90, オオミヤマガマ

ズミツボミトジフクレフシ 奈良県上北山村, 冨永撮影; 91, スイカズラメムレコブフシ 和歌山県有田川町, 的場

撮影; 92, ヤマウコギツボミフクレフシ 三重県津市, 冨永撮影; 93, タカノツメミフクレフシ 兵庫県三田市, 吉村

撮影; 94, タカノツメミフクレフシ 産卵中の寄生蜂 兵庫県三田市, 吉村撮影; 95, タカノツメツボミトジフシ 奈良

市, 冨永撮影; 96, シラネセンキュウツボミフクレフシ 奈良県御杖村, 冨永撮影
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要 旨

日本におけるアギトアリ Odontomachus monticolaの分布 は 来， 部 から 県本土 でとされてい

た しかし 2005年に 岡県で が （寺山・北出，2005）されて ，日本 地で生息が確認されている．日本国

における本種の生息 を するためには， 生息地での な 見の が重要である．兵庫県は，日本産アリ

類図鑑（寺山ほか, 2014）において本種の 入先として げられているものの，生息地に関する な記録はなかった．

者らは 2021年に兵庫県川西市においてアギトアリを採集し， 2022年にも 地 で本種を採集したほか，生 の生

産も確認した．このことにより， 地にアギトアリが しているものと られる． た，アギトアリの本州における 期の

行 記録はこれ でない． 者（高 ）は 12月にも 地でアギトアリを したので， せて する．
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アギトアリ Odontomachus は，発 した大 を高速で

て 物を ら ることで られるアリの 間である．本 は

日本を むア アの ， ト リア，中南 ，ア リ の ，

， の 部に分布する．日本にはアギトアリ

Odontomachus monticola と ア ギ ト ア リ

Odontomachus kuroiwaeの 2種が生息していることが ら

れている（寺山ほか，2014）．このうちアギトアリは， 来口

部 を南 とし 県の本土と 部に生息するとされて

いた．しかし，近年では2005年に 岡県で が （寺山・

北出，2005）されて ，大阪府（砂村ほか，2012），岡山県

（伊藤・富田，2012），神奈川県および東 （先 ほか，

2012），静岡県（山下，2015）など本州 地でも が確認さ

れ，2021年には四国でも高 県から めての が され

ている（伊藤・谷地森，2021）．これらは 入により生息地を広

げたものと られているがその由来については不明である．

兵庫県下におけるアギトアリの分布 については，日本産ア

リ類図鑑（寺山ほか，2014）において 入先として げられて

いるものの，これ で兵庫県下における な生息地の記録は

なかった．2021年 11月 10日に 者（高 ）は，兵庫県からア

ギトアリを たので，本種の生息 について する．

た， 来の生息地が南方であるアギトアリの に対する

については が たれて た．これ で，本州 地にお

いて が確認されていることから の 性を するこ

とが される．しかしながら，これ で における本種の行

に関する記録はない．今回， 者（高 ）は 12 月にもアギト

アリを たのでこの の も せて する．
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者（高 ）は 2022年 11月 10日に，兵庫県川西市 が

（つ がた ） の ギなどの広 樹からなる 木

で，アギトアリを採集した． は兵庫県と大阪府の県 に近

い地 で， にアギトアリの が されている大阪府箕

面市(砂村ほか，2012)から直線距離で約 km の地 で

ある（図 ）．採集地 の周辺では 地の中に 木 や園芸

用の樹木が される畑などが に広がっている．

者らは 2022年 11月 10日 ， 回 地 及びそ

の周辺で 木や をめ りあげての見つけ採りを行った．アギ

トアリが発見で た は，周辺で巣 の探索も行った．コ

体を採集することも たが，発見で たアギトアリの巣

はいずれも 地中に びていたため，コ 体を る

ことはで なかった． た， の と に巣 が見つか

り明らかに営巣している の に，1 10 個体の が

集 しているものの 近に巣 が発見で ないことも かった．

さらに， の集 が発見で 巣 も確認で た でも

巣の地上 近に や ， が見られることはほと どな ，

2022 年 4 月に の 直下に 及び を つ集

が された． で た てのアギトアリは， な

の および 木下から られており， 木 間の けた

からは発見で なかった．中には周辺の土から が 出す

ような に営巣しているコ も見られており，本種は

を むことが された．さらに， いに m 上離れ

た 4 地 から られたそれ れ 個体の を の

に入れたとこ ，敵対 は されずその な

で た．このため， な ともこの地 のアギトアリはコ

間で敵対性を たない，あるいは コ を し

ている可能性がある．

 

のとおり，本種の 来の生息地は 県 南であり，

南方 の種とされて た．そのため，本種の に対する 性

については が たれるとこ である．これ での本州 地

での の から，本種にはある の 性を する

ことが示唆されている．しかし，これ で 期における本種の

生 に関する は，見 たらない．そこで，2021 年から

2022 年にかけての 4 回の で も の かった 2021

年 12 月 18 日の を示す．この日のアギトアリ発見 の

及びアギトアリが発見された 下の は， であっ

た．しかしながら，発見した個体は 能力を っておらず，

を ると 回った． 方で， が を上回った

2022年 4月や 10月の採集では 直下にコ を

発見で たのに対して， が であった 2021 年 12 月

22 日にはコ は発見で ず， の ，あるいは

を ない の集 の が発見された．このことから

には， 分に したコ の個体は地中で すも

のと られる．

 

2021 年 11 月 10 日に にアギトアリの を確認して

から， を確認するため，2021年 12月から 2022年 10月

にわたって 地 周辺においてアギトアリを探索した．

の確認には， と の が重要な となる(砂

村ほか，2012)．今回の 査では，年を たいで探索した て

の日にアギトアリが られたため， 地でのアギトアリの が

確認された． た， 行を行って営巣を 始したと われ

る が られたほか，2022 年 月 30 日には

生 が 個体 られた．さらに，2021 年 12 月 18 日に採

集した を したとこ 産 が確認され，そのうち

個体は で した．これらは でに したが， の

により な とも 個体は であったことが確認で

ている．さらに，2022 年 10 月 15 日に採集した の か

らは が した．これにより 地において生産された

は を生産で ることが確認された．これらのこと

から， 地においてアギトアリは に生 を生産し，生産

された生 は正 に を行っていると られる． 及

び が行われていることから， 地においてアギトアリは

していると なしてよい う．

 

の り，今回の兵庫県川西市における採集地 は，こ

れ でに られている大阪府箕面市の産地（砂村ほか，2012）

から直線距離にして約 km の地 に位置する（図 ）．そのため，

川西市のアギトアリは の産地である箕面市の個体群の拡

大に由来する可能性が られた．そこで 大阪と兵庫のアギ

トアリの間で敵対性 を行った．

敵対性 のアリ には， 面の直 64 mm， さ 40 

mm の を用い， 面には として

の らせたリ を いた． 面には，個体の を

ための を った．このアリ に産地の なる を

個体ずつ 入して10分間録 し，この間の 個体の行 を

した． 関 を ，アン ンを ， 行 を

，大 による を ， の 用・ な を と

し， された も高い コアをその アの敵対性 コアとした．

た， コアが 上の に敵対性が したと なした．

コント として 産地のアギトアリの ，

コント としてト リアリ Diacamma sp.の

を用いた．産地（川西市，箕面市）の わせ とに出

コ の なる を用いて， 回ずつ り し を

行った．コ とに 部 に なる の メ （

，静岡）で 部 に し，個体を した

その ，川西市産どうし，箕面市産どうし，箕面市産と川

西市産の ての わせにおける において，敵対性

コアが 1 であった． 方，ト リアリとの わせで

は，敵対性 コアは たは 3 となった．これらの から，箕
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を用いた．産地（川西市，箕面市）の わせ とに出
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行った．コ とに 部 に なる の メ （

，静岡）で 部 に し，個体を した

その ，川西市産どうし，箕面市産どうし，箕面市産と川

西市産の ての わせにおける において，敵対性

コアが 1 であった． 方，ト リアリとの わせで

は，敵対性 コアは たは 3 となった．これらの から，箕

面市と川西市のアギトアリの間には敵対性がないことが示唆さ

れた．そのため，川西市のアギトアリの由来について，箕面市の

個体群の拡大によるものであるという仮説は棄却されなかった．

そこで，両産地の中間に位置する五月山においても本種の

探索を行ったが，今回の探索では北側斜面，南側斜面のどちら

においても，アギトアリは発見されなかった．兵庫県川西市の産

地周辺には園芸用樹木の畑が広がっており，それらの苗や用

土などの物資に紛れてアギトアリが侵入した可能性もある．い

ずれにせよ，兵庫県への本種の侵入経路は不明である．本種

の近年の急速な分布拡大の原因の解明に期待したい．

アギトアリの兵庫県における産地及び大阪府における産地と五月山のおよその位置関係．

アギトアリの両産地間は直線距離にして約 5kmほどであり南西から北東方向に五月山が

横たわっている.
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